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増大するソーシャル・メディアの利用

東日本大震災エジプト民主革命

•音声通話が絶たれた中で、Twitter が

確実な連絡手段であり、精神的な支え
になっていた。

• SNS サイトを利用した励ましや安否確

認情報共有が行われていた。

Facebookでデモの日程を設
定し、Twitterで行動を共有、

世界中にリアルタイムで情
報を拡散し、YouTubeで世

界に映像を流した。

Twitterの１日のつぶやき数

アクティブユーザー数
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“ソーシャル”は、５つめの技術革新

メインフレーム

分散
コンピューティング

PC

インターネット ソーシャル
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製品ｻｰﾋﾞ
ｽ開発

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
顧客ｻｰﾋﾞ
ｽ

顧客との関係
を強化

新規アイデア
の迅速な創
出・具現化

人財の可能
性を最大化業務運営

人材開発

従来型ビジネス

ソーシャル
ビジネス

•従来のチャネルを介した
「プッシュ」型

•企業主体のブランド・イ
メージとメッセージ構築

•コミュニティと顧客との対話を
通したブランド価値の構築

•信頼性・親密性を通したロイヤ
リティーの確立、売り上げ拡大

•R&Dに投資
•社内で新規アイデアの
創出、具体化

•市場での可能性を検証

•洞察を共有することによる、斬
新なアイデアの創出、市場投
入までの期間短縮、シェアの
獲得

• eメールと電話が主な
コミュニケーション

•業務知識のサイロ化

•迅速なビジネスの判断、機会
の
最大化、コストの削減を実現す
るために、プロフェッショナルな
ビジネス上の結びつきを活用

すでにソーシャル的
活動を開始している

分野

ソーシャルの適用で高
い効果が期待される分

野

ソーシャル・ビジネス化とは



インターネットインターネット1997年

技術革新技術革新 ワークスタイルワークスタイル

モバイルF2Fブロードバンド2002年

1994年 マルチメディアマルチメディア デジタルオフィスデジタルオフィス

バーチャル・チーミングソーシャル2011年

モバイルオフィスモバイルオフィス

技術革新とワークスタイルの変遷
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チームワークに必要な「共感」を



グローバル化の大きな波

市場の

グローバル化

日本国内および主要先進国中心のマーケットから
新興国を含むグローバル・マーケットへ

競争の

グローバル化

日本や主要先進国での競争から新興国における
地元企業やグローバル企業との競争へ

人財の

グローバル化

日本人中心の社員構成から、世界各国での採用また
M&Aによる人財からなるグローバル人財構成へ

顧客へ完成品を供給するという立場から、新市場での顧客と一緒に
商品・サービスの企画・開発のカスタマイズを行うことを要求される

新市場において、競合との人財確保競争に勝つ必要がある
必要な場所で必要なタイミングで必要なスキルをもつ人を異動させるこ

とが要求される

様々な価値観をもつ人財が混在し、価値観が共有化できない
グローバル視点での経営ができる人財を育成・確保する必要がある
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ソーシャル・ビジネス化おいて重要な要素

ENGAGED
「つながる・つなげる」

TRANSPARENT
「組織横断・見える化」

NIMBLE
「機敏な・即応的」



次世代コラボレーションのあり方
～組織を越え、人を中心としたコラボレーション～

営業部開発本部本社

プロジェクトメンバー

専門家 専門家
専門家

お客様

研究者

個々人に内在する知
恵・知見を効果的に
結合・融合して、新た
な価値を創造する

専門家・お客様 暗黙知の活用

ワークスタイル
の多様化

組織・企業を越えた
人財探し
お客様の意見を経
営戦略へ

様々な働き方への対応（例：
在宅・モバイル勤務、海外と
の共同作業など）
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IBM Connections : エンタープライズ・ソーシャルウェア

コミュニティー

ブログ

アクティビティー

プロフィール

ホーム

Wiki ファイル

ソーシャル・データをウィジェットで一覧し
自分とつながっている関係者が更新した
情報を把握できます。

共通の関心事で人々が集まり、
各コンポーネントを駆使して、
情報を交換できます。ここでは
フィードの機能が使えます。

所属組織、専門知識などから検索し、
その人が関わるコンテンツを見られます。
その人とつながれば、更新状況を把握
出来ます。マイクロ・ブログも行えます。

作業やタスクを分担、実施、管理し、
成果物を掲載し、迅速な作業を行えます。

アイデアを記す
だけでなく、
フィードバックと共に
知識を高めることが
できます。 グループや個人で記事化を編集

作成し、英知の結集が図れます。
ファイルを共有し、更新し、コメント
を付け合い、評価付けできます

自分や他人の
ブックマークを
共有し、情報源
へのリンクを
拡大できます。

問題解決やブレイン
ストーミングのため
のディスカッションを
、より効率的に行え
ます

フォーラム

ブックマーク



専門家を探す
 グローバル・レベルで専門家を探し協業する

 専門業務を行う組織による情報提供

従
来

新
た
な
取
り
組
み

海外スタッフ
（社内外）

ビジネス
パートナー

中心リーダー

様々な役割
の社員

 グローバルの専門家と自由にコンタクト

プロジェクト・メンバー

営業部開発本部本社

組織ではなく、社員一人一
人の専門性を確認

組織ではなく、社員一人一
人の専門性を確認



ソーシャル・ネットワーク分析エンジンによる推奨機能

 Haifa基礎研究所で開発したSaNDがベース
 Connections上の全てのコンテンツが分析対象
 人・グループ・コンテンツ・タグのそれぞれの関係を分析
 各々の推奨関係の総合的な強さを計算
 リレーションシップの一例

– 共通の同僚

– ブックマークの共有

– Wikiの筆者

– タグをつけた人

– ブログにコメントしたユーザー



対応案件のコミュニティー

関連する外部情報をブックマーク

資料ファイル(ダウンロード数、お奨め評価も)

チームのディスカッション

様々な分野の
専門家で情報共有

営業

研究開発

○○技術

□□技術

専門プロフィールとメンバーリスト

対応必要な
ToDoタスク

顔とスキルが
見える

顔とスキルが
見える

お奨めが
わかる

お奨めが
わかる

仲間が
集まる

仲間が
集まる

興味を惹く
情報が集まる

興味を惹く
情報が集まる

専門家が集ってイノベーションを実現する「場」
 様々な分野の専門家が集まって情報共有が直ぐに図れるテンプレートが提供されて

います



コミュニティー

ブックマーク

ブログ アクティビティー ファイル Wiki

フォーラムフィードメンバー

サブ・コミュニティー

コミュニティー：専門家が集ってイノベーションを実現する「場」



アイデア・ブログ

● コミュニティー内でアイデアを募集

● アイデアに対するコメントを入れなが
ら共感できるアイデアに投票

● コミュニティー管理者が最適と認めら
れたアイデアは、“高評価“ として、
アイデアの具現化に向けたアクティビ
ティを開始し、ToDo管理を行う

新たなアイデアを創造し具現化する！



「投票」ボタンを押して共感するアイディアに投票

必要に応じてコメントを入力

社員が改善のアイ
ディアを投稿

「高評価」ボタンで管理者が採用の最終判断

IBM Connections アイデアブログによるソリューション



IBM Connections アイデアブログによるソリューション

投票結果を一覧で確認

最適なアイデアを採用

アイデア具現化のためのアクティビティを自動生成



ファイルを効率的に共有・活用する
 メンバー周知で添付ファイル付の同報メールが氾濫、メールボックスがナレッジDB代わり

社員B 社員C

過去テーマ

テーマX

メール
ボックスC

テーマX

メール
ボックスB To

宛先
(重複）

社員A

テーマX

メール
ボックスA 写し

（重複）

•個人メールボックスが
ナレッジ代わりに検索

•過去情報も保持するため、
ディスク容量が不足気味

添付
ファイル

添付
ファイル

添付
ファイル

•同報メールのやり取り
で必要メールが埋没

•要否がわからずとりあ
えず残しておく

ファイルをアップして共有

・ファイルのリンクをメンバーに自動通知

・ファイルを中心としたコミュニケーションの場を共有

仲間からの
アドバイス・
コメント

ダウンロード数

ファイルサイズ

コレクション, タグ：

関連するファイルを集約
検索のしやすさ

バージョン管理







モデレーション機能拡張

● 事前モデレーション

─ コミュニティー内のコンテンツ作成者 (ファイ
ル、ブログ、フォーラム投稿など) が作成した

コンテンツの内容をコミュニティー管理者が
承認すると公開

● 事後モデレーション

─ コミュニティーのメンバーが不適切なコンテン
ツにフラグを立てるとコミュニティー管理者に
メールが飛ぶ。管理者は内容を確認しコンテ
ンツの削除などを実行する

● モデレーションの対象

─ ブログの内容とコメント

─ コミュニティーのファイルとコメント

─ フォーラムの投稿

コミュニティー管理者に
手軽なコンテンツ管理機能を提供



既存資産との連携
多彩なコネクターを提供

 Outlook連携

– プロフィール連携

– リボンバーへConnectionsのタブ表示

– Connectionsデータの検索

 ECM連携

– コミュニティへのECMライブラリーの追加

– ECMライブラリー接続 (CM8 or FileNet)

– コミュニティーからECMコンテンツ操作

 Notes連携

– サイドバーからファイルへアクセス

– ドラッグ＆ドロップでファイル共有

– 人・ファイルを探してダウンロード



全てのアプリケーションへスマートフォンからアクセス可能

モバイル対応
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極論すれば、社内SNSの大目的は2つではないでしょうか。

コミュニケーション推進 ／ 社員の生産性&能力向上

想定: コミュニケーションview

1. 埋れた知識・人材の掘り起こし

2. 風通しの良い企業風土へ

3. 日常アクティビティーの可視化

4. 「寂しい社員」の減少

実際: コミュニケーションview

1. 得意分野を持っている社員が明確に

2. 役員と社員がつぶやきを通じて会話 ⇒ 「社内の偉

い人」とも仲間意識が

3. 気軽なつぶやきが報告がわりに。応援メッセージや

祝福メッセージが普通に飛び交ってます

4. 在宅勤務者からも上々の評判

期待されていた効果と実際: コミュニケーションview



極論すれば、社内SNSの大目的は2つではないでしょうか。

コミュニケーション推進 ／ 社員の生産性&能力向上

想定: 生産性&能力向上view

1. 社外でのソーシャル適用に備えたトレーニング効

果

2. 資料作成などの重複作業の減少

3. 検索時間の短縮

4. メール依存からの脱却による作業スピードアップ

実際: 生産性&能力向上view

1. アーリーアダプターが自ら新たなリーダーに

2. 1,000回以上ダウンロードや150人以上から推進さ

れるファイルも

3. 検索時間が1日60分→45分に(USの調査)

4. メールボックス管理時間の減少

期待されていた効果と実際: 生産性&能力向上view



こんなviewでも考えられますね。

一般社員view

– パーソナル・ブランディング: 社内の別部門から感謝状

が届きました!

– 初ミーティングで「ブログ読んでますよ」と言われてすぐ

に打ち解けた

– 上司の方針や自分への期待の視覚化

– 連絡の途絶えていた同期とのコミュニケーションが復

活

マネージメントview

– スキルの可視化により適材適所

– 不満を外部サイトに書きこまれることが減り、情報漏え

いの心配が減った

– 部下の悩みや取り組みの可視化

– 人のつながりが会社へのloyalty向上につながる

「ソーシャルメディアくらい、お父さん/お母さんだって!」と家族に自慢できた

期待されていた効果と実際: 社員&マネージメントview



 ヨーロッパで、Youtubeの表示スピードを遅くし、社内からのアクセスを減らそうというパイ

ロットプロジェクトがスタートする直前だった。ある社員がそれに対する懸念をブログで表
明したところ、僅か数日で200名近い社員のディスカッションがスタートし、トップエグゼグ

ティブが見直し／仕切り直しを決定

 あるお客様プロジェクト(10億円規模)で1週間以内にプロジェクトマネージャーが必要にな
り、コミュニティーの中で募集をかけたところ、3日後に理想的なマネージャーがみつかり

翌週からパリでプロジェクトスタート

 社内パーソナル・ブランディング - 社内推進用に動画を作成して公開していたところ、マー

ケティング部門からプロモーションに使用したいとの依頼。さらに社外イベントでの講師依
頼などへと話が進み、すっかりモチベーションがアップ!

社員力とそれを信じるマネージメントのコ
ラボレーション!

社員力とそれを信じるマネージメントのコ
ラボレーション!

スピード感とGlobal感!スピード感とGlobal感!

仕事が楽しくなった!仕事が楽しくなった!

LCw3ちょっとエェ話し



社内ユーザーの声: LCw3があってよかったこと #1

Globalの動きが早くわかる

コミュニケーションが活発に

モチベーションが上がる



社内ユーザーの声: LCw3があってよかったこと #2

調べ物が便利に

便利ツールや有用情報を得られる

仕事のヒントをもらった



IBM社内でのソーシャルウェア定着施策
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ソーシャル技術と分析技術の融合が、ビジネスに変革を
もたらします

人が相乗効果をもたらす企業ソリューション
新しい成長分野のオポチュニティ

顧客やビジネス・パートナーとの関係強化、先進的な人材管理、組織の柔軟性と効率性の改善

データ

 データ集計
 フィルタリング技術
 意味抽出
 分かりやすい分析技術
 プロセス編成
 ストリーム処理

分析技術

 お客様の声
 満たされていない要求
 人材の発掘
 推論と意思決定の支援
 クラウドセンシング、クラウドソーシング
 チーム編成、インセンティブ、動機付け

Society

Organizations

Teams

Individuals

ソーシャル
技術

ソーシャルデータ
人に関するデータ、人が生み出すデータ

実世界データ
センサーデータ、ストリームデータ

企業内データ

ビジネスプロセス
の変革



IBM Connections NextIBM Connections Next
開発テーマは、ソーシャルの進化開発テーマは、ソーシャルの進化

35

•継続 Continuity
•統合 Convergence
•革新 Innovation
•機会 New Opportunities

IBM Vulcan を具現化
・ストリームライン・ワーク

Activity Stream
・いつでもどこからでもアクセス可能
・コラボレーション環境の統合
・仕事を効率的にプライオリティ付け

コンシューマービジネス展開


